記念講演　いきる・くらす人に寄り添う看護へのまなざしと期待 by 波平 恵美子











































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































Expectation for Nursing which Nestles up to People Who Are in Their 
Own Lives
Memorial Lecture
度に守られているために、国民にとって医療が見
えにくいという非常に不思議なそして矛盾した現
象が起きていると思います。現状どうしてこうい
うふうになっているのかということが大部分の国
民にはわからないです。よほど一生懸命勉強しな
いとわからないということがあります。
【細見】患者主体の医療、いわゆるペイシャント
オリエンテイドメディスンとか、ペイシャントセ
ンタードメディスンというふうにいわれる。それ
が日本の場合、どういうふうに実現していくのか
というのが一番の問題だと思います。ただ、私、
当初はそういった言葉がアメリカから入りました
ものですから、アメリカのほうがはるかに先進的
にそういうことがなされていて、というふうなそ
ういった認識でお伺いしたら、随分事情が違うと
いうふうなことがわかりました。ありがとうござ
います。
【木村】ありがとうございました。それでは、時
間でございますので、波平先生、どうもありがと
うございました。（拍手）
